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　不可視少女
葦川ヨシ　　

　ガタンと音を立て、電車が大きく揺れた。体が揺れ、後ろに立つ人にぶつかる。
「すみません」
　思わず振り返り謝るが、眼鏡をかけたサラリーマン風の男は何もなかったかのように、眠たげな眼で前方をぼんやり眺めていた。イヤホンからドラムの音が漏れ出している。謝罪の言葉が届いたのかもわからない。俺も何もなかったかのように前方を向いた。次が乗換の駅だ。
いつも通りの早朝の電車内。何の発見もない片道一時間半の通学路。少し長めの通学時間は、結構面倒くさい。毎日三時間の往復に何かご褒美があればいいと思うのだが――たとえば電車内で始まる恋とか。だが、どんなに首をめぐらしても、恋なんて落ちてはいない。たとえ落ちていたとしても、そんな恋は混み合った車内で、人に踏まれ押しつぶされ、もとの形をとどめぬほどに歪んでしまっているだろう。
　少し遅れて到着した電車から、吐き出されるように外へ出る。先ほどまで小雨が降っていたが、どうやら止んだらしい。混み合った電車の外は、少し肌寒い。この前まで、外も暑いくらいだったのに。昔に比べて、季節の過ぎるのが早くなった気がする。
くたびれた背広を着た会社員に紛れ、電車のホームを歩く。今は学生服でも、いつかはこうなるのだろうな、などと思いながらも、今はまだその時でないことに感謝する。俺はまだ若い。まだ高校二年生だ。生き急ぐ必要なんてない。一年と半年後に控える受験のことはまだ考えたくなかった。
駅の近くに立つデパートとビルの隙間から、出たばかりの太陽の光が差し込み眩しい。朝だ。空には雲が多く、さわやかとは言い難い、けれどもそれなりに新鮮ではある朝だ。このぼんやりとした感想が、まるで必要以上に年をとってしまったようで、むなしくなる。
ホーム変更のために設置された連絡通路に上るために、エスカレーターに乗ろうとして、慌てて階段へ移動した。危ない。一度エスカレーターを使ったらもう戻れない気がした。まだそんなに年をとってはいないつもりだ。四分の三ほど上ったところで疲れを感じたが、立ち止まるまいと、一気に上り終えた。これで一安心、残る階段はくだりだけだ。
連絡通路を歩いていると、煙たい嫌な臭いがした。思わず眉をしかめる。こんなところで、タバコか。禁煙区域だろうに。よせばいいのに、俺はあたりを見回した。人ごみに隠れるように、通路の端でタバコをくわえている少年がいる――学生服を着ていた。
少年と目が合う。その目からは驚きも、憎しみも感じられなかった。曇った瞳には、何の感情も現れてはいない。俺は慌てて目をそらした。何か言われてはたまらない。
少し歩いたのちに振り返ると、少年は新たなタバコに火をつけていた。未成年がタバコを吸って何が楽しいのか、俺には分からない。背徳的な行為を行うことによる快感とか、そんなものだろうが、少なくともあの少年は、心から楽しんでいるようには見えなかった。誰かに叱ってもらいたい、そんな様子にも見えた。臆病な俺には何もできなかった。通勤に忙しい大人たちには、彼のことが見えさえもしなかった。
たとえではない、彼らにはあの少年が見えてないのだ。
目の前に存在しているのに、見えないということがあるらしい。不都合なこと、想定外のこと、認めたくないこと、そんな物事は脳からはじかれ、見えなくなる。存在しているはずのものが、認識できない。それも、珍しいことでなく、頻繁に。誰かに指摘されてやっと気づく。
ところが困ったことに、俺の脳ってやつはそういうことをうまくやってくれない。不器用なのか、生真面目なのか、見えたものはしっかり認識する。単に視野が広いだけなのかもしれないが、迷惑な特性だ。昔一度、自分だけが気づいてしまったことを指摘して、面倒なことが起こって以来、他の人が気づいていなそうな事柄は他人に指摘しないことにしている。事なかれ主義だと言われようと、俺の場合、毎回指摘していては無事に学校へ行くこともままならないのだ。そんな言い訳を心の中で繰り返しながら、やってきた電車に乗り込んだ。
「あ……」
　電車の窓から見える、雨上がりの雲の多い空。灰色の雲の前に、七色に輝く虹が架かっている。うつむく会社員は誰も気づかない。彼らは見慣れた電車の外の風景なんて見てはいないのだ。誰も見ていない。だから、俺も何も言わなかった。
「虹」
　誰かが高い声でつぶやくのが聞こえた。その声を聞き、くたびれた男たちが顔を上げる。電車内の各所から、嘆息が漏れる。呟いた風変わりな銀髪の少女のことは誰も見なかった。
　運の悪いことに、俺が思わず彼女のことを見てしまったことに、彼女は気付いた。少女は俺を認めるとほほ笑んだ。髪こそ日本人離れした色だが、その顔つきから、外国人というわけでもないらしい。脱色したのだろうか。
俺を見るその瞳は水の色だった。曇っていなかった。今時珍しい、澄んだ瞳だった。

　電車内にみっしり詰まった人の間をどうにか潜り抜け、高校の最寄り駅で降りる。この時間では降りる人もまばらだった。部活などの早朝練習には遅すぎるが、出欠席を調べる時間にはまだ余裕がありすぎる。中途半端な時間なのだ。俺も、もう少し遅くてもよいのではないかと思うが、残念なことに電車の乗り合わせが悪い。到着が早すぎてしまうが、これ以降の時間がないから仕方ない。
　改札へ向かう階段を下っていると、何かが背中にぶつかった。気にせず歩いて行くと、もう一度背中に何かが当たる。偶然ではなく、意図的に俺を振り向かせようとしている。知り合いだろうか。駅を降りた時には気付かなかったのだが。
仕方なく振り向くと、そこに先ほどの少女がいた。
「やあ」
　呑気に片手を上げて見せるものだから、俺も調子を合わせて片手を上げる。だが、一度電車内で視線があったからというだけで、わざわざ話しかけるだろうか。はっとして、俺は尋ねた。
「もしや、知り合いだっけ？」
　この駅を使う人間はそう多くはない。この駅の近くに住む人間か、そうでなければ同じ学校の生徒だ。少女は俺と同じ年ごろに見えた。もしかしたら、同じ学校の生徒――校内のどこかで出会ったことがあっただろうか。
しかし俺の質問を聞いた彼女は、首を横に振る。その動きに合わせ、銀髪が肩の上で揺れる。
「私服の生徒なんていないでしょ」
　確かに、俺の学校には指定の制服がある。あまり品行のよろしくない生徒は、勝手に私服を着てくることもありうるかもしれないが、おとなしそうに見える彼女が、そのようなことをするようには見えなかった。髪の色は少々特殊だが、白いセーターとスカートを着たその姿は、悪い生徒には見えない。
では一体なぜ俺に話しかけたのだろう。
「私のことに気づいてくれたからね」
　ふふふ、と笑う少女。その笑い声を聞き、思わず一歩後ろへ下がる。この手の人間は危ないぞ、俺の脳が警鐘を鳴らしている。もう一歩下がろうとして、足が上手く地に着かず、バランスを崩す。そうだ、ここは階段だった。急いで手すりをつかもうとするが、慌てた右手は空をつかむ。
落ちる！
そう思った時、スッと差し出された腕に身体を支えられた。その腕の力にあやかって、体勢を立て直す。意外と力強い腕だった。
「危ないよ、気をつけて」
　心配そうな表情で、少女は俺を見た。お前のせいだぞ、と言いたくもあったが、助けてもらった相手に文句をいうわけにもいかない。だから文句の代わりに、
「変なことを言うから、驚いたんだ」
　我ながら言い訳臭いことを言ってしまった。事実なので言い訳も何もないのだが……。
「だって最近みんな私に気づかないから、寂しかったんだもの。でも、あなたは私のこと見てくれたよね」
　そう言うと、突然ぐっと顔を近づけ、俺の目を覗き込んだ。
「いい瞳を持ってるんだね」
　よせやい、照れるじゃないか。
思わず視線をそらす。でもそれでは彼女の勢いに負けたようで悔しいから、もう一度彼女の方を見た。その頃にはすでに、彼女の顔は離れていた。少し残念だ。
「せっかく私のこと気づいてくれる人を見つけたから、嬉しくなっちゃった。またあなたの前に現れてもいい？　いや、だめって言っても私は現れるからね」
何とも強引な……。
「ストーカーで訴えるぞ」
「やれるものならやってごらん。私は捕まらないからね」
　おとなしそうな服装に似合わず、強気なお嬢さんでございますこと。少々個性が強いことは、独特な髪の色で気づくべきだったか。
「そろそろ学校いかなきゃならんのだけど」
　まだ秋とはいえ、比較的涼しい朝だ。じっと立ち止まって話をしていたら、寒くなってきた。彼女もそのことに気付いたのか、素直に従う。
「ああ、ごめん」
「じゃ」
　軽く手を振ると少女も振り返す。背を向け、残りの階段を降りようとすると後ろから彼女が呼び止めた。
「あ、忘れてた。名前教えて」
　首だけ振り返り、答える。
「阿部和之」
　正直あまり好きではない名だ。出席番号が早いと、損が多い。
「――お前は？」
　人に名前を聞くときは、先に名乗るのが礼儀――俺が先に名乗ってしまったが。後からでも、快く名乗ってくれるものだと思った。けれども、予想外のことに彼女は言葉に詰まった。
「名前は……忘れたよ」
「忘れた？」
　なんてわかりやすい嘘。名前を忘れるなんてことあるはずないじゃないか。俺だけ名乗ってしまって名乗り損だ。損するほど大した名前でもないが。
「本当に忘れたのかよ？」
「本当だよ、覚えてないの。信じてよ」
　嘘なんてついていません、そう訴えかけるように、まっすぐな瞳で俺のことを見つめるものだから、思わずあり得ない話を信じてしまいそうになる。いや、名前を忘れるなんてことは、実際あり得はしないのだ。だが、言いたくないのだったら仕方ない。
　やれやれ仕方ないなと妥協する様子を装い、優しげに聞こえる声で俺は少女に語りかけた。
「わかった、忘れたんだな」
「そうそう」
　彼女は頷く。その慌てる様子が、いかにも嘘っぽい。
「じゃああだ名で呼ぼう。全身真っ白の服を着てるんだ、シロっていうのはどうだ？」
「え……」
　少女は初めて戸惑いを見せた。
「なにその犬みたいなあだ名」
「そんな白ずくめの服を着てるからだ。人に名乗らせといて、自分だけ言わないってのは、ずるいだろ。もっと面白いあだ名にしてもいいんだぞ」
「うぐ……」
真剣に悩んでいるようだ。セーターの裾を、ぎゅっと握りしめている。その様子を見ていると、思わず笑いそうになってしまう。
やがて諦めたのか小声で少女は呟いた。
「じゃあいいよ、シロで」
「決まりだな、シロ。俺は学校があるから、これで」
　階段を下る後ろから「ずるい」とか、「カズユキめー」とか、小言が聞こえる。その声が案外かわいらしい。無視するふりをして、歩を進める。
　不意にシロの言葉が聞こえなくなった。思わず振り返ってしまう。
　そこには、誰もいなかった。
　間違いなく、先ほどまであの階段の途中にいたはずなのに、跡形もなく消えてしまった。俺は首をかしげた。帰るときだけは早いやつだな、なんて無理矢理に納得した。学生には悩みが多すぎて、一人の少女のことをずっと悩んでいるわけにはいかない。
　目下の問題は、面倒な今日一日の授業をどのようにして耐え抜くかということだ。

　部活動を終えた帰り道、学校の最寄駅のホームにシロは、いなかった。少し期待していた俺がいて、自分自身に呆れる。確かにシロは明るくて、それになりに可愛らしくて、こんな俺にも興味持ってくれて――なかなかいい女の子じゃないか。放っておくにはもったいない。なぜ今朝の俺は彼女を置いて行ってしまったのか。
「おい、カズ、何きょろきょろしてるんだ」
　いつの間にか、前を歩くダイキとの距離が開いていた。彼とは小学生以来の付き合いである――と言っても、彼の中学時代を俺は知らない。彼は小学校の卒業と同時に引っ越して、何の縁なのか、高校の部活動で再開した。今もクラスこそ違うが、部活では二人ではくだらなくて面白い企画を立て、部長を困らせている。
ダイキはこの高校で一番仲のいい友達と言っても過言ではない。部活のある日に限らず、下校時刻の都合があう日は、一緒に帰っている。
彼は立ち止り俺の方を向いていた。どうやら、俺が遅れていたことに気づいて待っていてくれたらしい。早足で彼に追いつく。
「いや、ちょっと探し物があって」
「なんか落としたのか。朝落としたモンなんて、とっくに誰かに拾われてるだろ。そんなに大切なモンなら、一応届けられてないか確認しに行こうか」
　とっくに誰かに拾われてる、か。ずいぶん悲しいことを言ってくれるな。
「いや、別にいいや」
「なんだよ……」
　このダイキという男は、少々世話焼きのところがある。本人は、その自覚はないのかもしれないが、部活内では周知の事実だ。今回も手助けが出来なくて、残念に感じているのかもしれない。
　大きな音を立てながら、電車がホームへ滑り込んできた。扉が開く。降りる人間は誰もいない。それもそうだろう、サラリーマンが帰路につくには早い時間であるし、改札口へ向かう階段からも遠い。乗る人間も俺たち二人だけだった。
電車の中へ入ると、生温かい空気が頬に当たる。車内にこもった人間の熱だ。この駅を利用する人は少ないが、この路線を利用する人間は少なくはない。この路線の通る駅には、複数の路線が通る大型のものが多くあるのだ。大半の人間はそのような大型の駅から乗ってきて、大型の駅で降りて行く。
「行きも帰りも、席は埋まってるんだよな」
　ダイキは電車内を見まわし呟いた。
「ダイキは近いからいいだろ」
「お前から見たら、みんな近いことになるなあ。オレだって一時間かかってるんだけど」
　不満げな表情で俺を見る。そんな目で俺を見ても、通学にかかる時間の差は埋まらない。むしろ埋めて欲しいくらいなのだが。
　長い通学時間のうちの一部は、友達と話をして過ごす。英語の教師の説明がわかりにくい、知り合いがアイドルについて詳しすぎる、あのドラマの俳優が好き、アニメの女の子の方が可愛い、ベクトルが難しい――あちらこちらに話題を飛ばしながら会話をしていると、すぐにダイキの下車駅に着いてしまった。彼も乗り替えて他の路線を使うのだが、俺は乗換えの駅がまだ先にあるため、乗り続けなくてはならない。
「じゃあな」
「また」
　この駅の利用者は、多い。人に押され歩きながらも、手をひらひらと振る。俺も手を振り返した。扉が閉まる。この後の道のりは一人だ。
　勉強などやる気もないから、鞄の奥にしまった音楽プレイヤーを取り出し、イヤホンを耳に入れた。本来ならば高校への音楽プレイヤーの持ち込みは不可だが、教師に知られなければ、問題はないのだ。小さいから余程のことがない限り見つかる危険性も低い。かなり多くの生徒が鞄に隠し持ってきている。携帯ゲーム機を持ってくる猛者もいるが、さすがにそこまでの勇気はなかった。
　音楽をかけると、急に周りの世界が遠くなったように感じる。ノイズキャンセリング機能があるから、さほど音量は大きくしていないのに、周りの雑音が、まるで水を通して聞こえる音のように遠く聞こえる。けれどもそれだけではない。イヤホンから溢れ出す音を聞いていると、周囲の世界が遠く感じるのだ。アップテンポな曲の世界の中へと沈んでいく。
「ゆっきー」
　この声は、知っている声だ。顔を上げた。イヤホンを外すと、俺の周りを満たしていた音が遠くへ流れ出し、急に視界が開けた。
「ゆっきー、音楽聴いてたの？」
　声の発生源は右隣にいた。気づかぬうちに、シロが隣にいたのだ。驚いて一歩後ろに下がって、その拍子に後ろのおじさんにぶつかった。慌てて謝る。それにつられたのか、おじさんもペコリと頭を下げた。
「後ろを確認せずに下がるの、危ない。今日二回目。学習しなよ」
　いきなり説教。それどころではない。
「いつからそこにいたんだ？」
「今さっき」
「今さっきっていつだ？」
「そりゃ、少し前だよ」
　答えになっていない。明確な時間を答えるつもりはないらしい。少なくとも、前に扉が閉まった時には、右隣に人はいなかったはずなのだ。つまり、前の駅で乗ってきて、そのまま俺の横に来たというわけではない。それなりに人がいるこの電車内で、俺に気づかれずに移動してきたというのか。あり得ない。では、いつの間に現れたんだ。
「どこから来たんだ？」
　俺は思わず尋ねた。
「お花畑」
　わけがわからない。意味不明な回答ではぐらかすのもいい加減にしてほしい。それを表情一つ変えずに、さらりと言ってしまうものだから、なおのことたちが悪い。
「だいぶん涼しくなってきたのに、花なんてもうほとんどないだろ」
「そうなの、だから大変なの」
　大変って――。
　問い詰めても無駄なようなので、どうやって突然俺の前に現れたのか、聞き出そうとするのは諦めることにした。
「……今朝はどうも」
「ども、またゆっきーに会いに来た」
　思ったよりも早い再会だ。駅のホームでシロのことを探したことは、都合良く忘れたことにしておく。
「あのさ、そのゆっきーって俺のこと？」
「うん。カズユキだから、ゆっきー」
「普通そっちとるか？」
　俺がきくと、シロはにんまりと笑う。してやったりの表情。
「仕返し」
「仕返し？　シロってあだ名つけたことか？」
　彼女は頷く。まさか、あのあだ名をそんなにも嫌がっているとは思わなかった。本名の予測は一切わからないから、見た眼そのままの名前が妥当だと思ったのだ。
「ごめん、あだ名変える？」
「きまっちゃったものは、そのままでいいよ。でも私もゆっきーって呼ぶからね」
　何とも男らしくない、情けないあだ名。もとはと言えば、俺に責任があったのだが、今朝、あの時に言ってくれれば違うあだ名を考えていたものを。
いや待て。そもそも、名前を忘れたなどというシロが悪いのでは。それは俺自身の責任ではない。一瞬自分が悪いのかと思っていしまった。危ない。
完全に彼女のペースだ。
　このような姿、ダイキに見られなくてよかったと思う。彼に限らず、知り合いに見られたら恥ずかしい光景だ。こんな少女に振り回されていることを知られたら、俺の名がすたる。そもそも大した名でもないが、すたるのは嫌だ。
「電車の中ってあったかくていいね」
　脈絡もなく、シロは呟いた。素直な感想をそのまま口にしてしまったようだ。俺は首をかしげた。
「そうか？　まだ暖房もきいてないし、あんまりあったかくはないと思うぞ」
「それでも外に比べたら、とってもあったかい」
　納得はできなかった。電車の中と外では多少の差は感じられるものの、彼女が言うほど違いがあるようには思えない。
シロは、胸の前で手をこすり合わせた。まるで寒くて手がかじかんでいるとでもいうように。彼女の白いセーターはこの時期にしては厚手で、温かそうというより、むしろ車内では暑そうに見える。
「私、寒いの苦手だから」
「今の時期寒いと言ってたら、この先どうするんだ？」
「どうしようか」
　何とも言えない。
「その時がきたら考えるよ」
　寒がっているのは演技なのだろうか。そうは見えないのだ。極度の寒がり。
「去年はどうしてたんだ？」
「うーん、忘れた」
　また忘れた、か。どうやら触れられたくないことは、全て忘れたことになってしまうらしい。
　車内アナウンスが俺の下車する駅の名を告げた。
「次、俺降りるよ」
「じゃ、私も」
　驚いて彼女のことを見る。水の色の瞳が俺を見つめ返した。
「ここの駅で乗換えなのか？」
「どこでもいいの。だからゆっきーについて行く」
　はあ……。
声に出して溜息をつきそうになり、慌てて口をつぐんだ。シロが俺についてくるのは、嫌なことではない。それなりに可愛い彼女が俺なんかについてくるのは、光栄なことだと思っている。けれども、彼女がついてくるのは、理由があるようなのだ。その理由を言わずについてこられるのは、困る。何かあった時にどうすればよいかがわからない。
「家に帰らなくていいのか？」
「家ね……」
　そう言いながら、視線をそらす。やはり何か帰りたくない理由があるのだ。
「帰る場所もないから」
　それでも両親は心配してるんじゃないのか。学校にも行かずに毎日ふらふら何をしているんだ。言いたいことはいくつもあったが、彼女に嫌われそうな気がして、言うことはできなかった。
「たまには、帰れよ」
　せめてそれだけを言う。
電車の扉が開いた。人の流れに乗って電車の外へ出る。シロはついてこなかった。帰る気持ちになってくれたのか。俺についてこないというだけで、そのまま帰ってくれるとは限らないが。
家に帰ってくれるだろうか。俺を嫌わないでくれるだろうか。彼女の表情を確認したくて、電車の窓から車内を見た。
彼女は、いなかった。
思わず立ち止った。後ろを歩いていた人とぶつかったが、それどころではないのだ。そこにいるはずのシロの姿が見えない。銀髪で真っ白の服装の、目立つ少女の姿が見えない。どこに行ったのだ。あたりを見回しても彼女の姿はない。下車したはずはないのだ。彼女はまだ電車の中にいる。だが、見当たらない。俺が下車した直後に移動したのか。それなりに人がいる車内で、そんなにも早く移動できるのだろうか。死角に入っているだけなのか。
ダイヤは容赦がなかった。戸惑っている俺のことなど気にせず、電車は発車する。独特の音を立てながら、滑り出す。どんなに窓を見つめても、彼女の姿は見えない。
残されたのは、電車が向かった先の線路を呆けたように見つめる俺だけだった。

「それって幽霊じゃないのか」
　昼飯を喰いながら、俺の話を聞いていたダイキが、言った。
「なるほど、画期的な発想だな」
「カズ、馬鹿にしてんだろ」
　馬鹿になどはしていない。話をした俺自身も、本当にあった出来事なのか、疑いたくなってしまうような話を、素直に信じてくれている――か、どうかはわからないが、少なくとも信じようとしてくれるダイキには感謝している。自分でも、昨日のシロとの出会いは、現実の出来事だったのかわからないのだ。一度きりの出来事だったら、寝ぼけていたのだろうと思うだろう。けれども、俺は彼女に二度会い、話した。実際にあった出来事なのだ。夢なんかではない。俺の脳は、そう告げている。
　しかし、幽霊だなんて。
「幽霊なんているのか？」
「わからん」
「わからないのに、幽霊だって言うのかよ」
「でも、そのシロちゃん――だよな。彼女、真っ白な服装で、髪の色が銀、目の色が水色……」
「水の色」
　間違っていたので、訂正を入れた。シロの目は水色ではない。水の色、水色よりも澄んだ透明に近い色なのだ。
「水の色か。まあ、どう見ても普通の少女じゃないよな。髪色の脱色とかカラコンとかでなんとかなると思うが、変だ――不満そうな顔だな」
　ダイキは箸で俺を指し示す。危ないし汚いからやめなさい、とその箸を下ろさせた。
自分についてきてくれる可愛い少女を、変だなんて言われたら、それは不満に感じるだろう。お前にシロの何がわかると問いたくなる。まあ、彼女の話をして、その上意見を求めたのは俺なのだが。
下ろした箸を箸入れに戻し、彼の主張は続く。
「まあ、聞いてくれよ。その少女の姿は、どう考えても目立つよな。それなのに、お前の話を聞いてると、周りの人間は彼女をジロジロ眺めたり、彼女のことを気にしたりしていなかったようだ。お前がシロちゃんに気を取られて、周りを一切見なくなっていた可能性もあるが――余計なものさえも視界に収めるカズのことだから、そういうこともないだろ」
「『余計なものは』は、余計だ。確かに周りの人間は俺たちのことを、あまり見てなかったな。どちらかというと、避けられているような感じはしたけれど」
「それはつまり、お前以外の人間にはシロちゃんが見えてなかったんじゃないのか？」
　そんな馬鹿な。
　けれども冷静に思い返してみれば、確かにおかしなことはあった。シロのあの姿は、確かに特殊だ。周りの人間が気にしてもおかしくはないだろうに、誰も彼女のことを見る人はいなかった。ダイキの幽霊説、納得できなくもない。
　もし彼女が幽霊だとしたら、俺は周りにどう見えていただろ。誰もいないところに向かって話しかける高校生。怪しいことこの上ない。今になって、恥ずかしいと思う。
「お前、普通は気づかないような物にも気づくやつだからなあ。幽霊くらい見えても、今更意外性も薄いよな」
「友人を何だと思ってるんだ」
「いや、幽霊見えるのは、いいと思うぜ。霊媒師みたいなの、やれるんじゃないの？　就職の幅が広がるぞ」
　その言葉が冗談なのか、本気なのかわからない。少なくとも、俺は霊媒師になんてなるつもりはない。俺自身が幽霊を見えたとしても、どれほどの人間が信じてくれるものか。安定した職でないことも確かだ。そんな仕事を、一生の職にする勇気はない。
　幽霊が見えるとなると、現世に未練を残して死んでいった人に要求をされそうだ。幽霊が見える人間の方が、幽霊に祟られやすいということはないのだろうか。それとも見えた方が、祟りを避けやすいのだろうか。少なくとも、あまり公言しないでおこうと思った。
幽霊見えるってろくなことじゃないな。
「それにしても、その子、オレたちと同じくらいの年齢なんだろ？」
「そうだけど」
「なんで、その年で死んじゃったのかねえ。そりゃ幽霊にもなりたくなるよな」
　そうだ、幽霊になったということは、彼女はもう死んでいる。俺たちと同じくらいの年齢なのに。なぜ、シロは死ななきゃいけなかったんだ。なぜ。どうして。
　彼女は、寒いと言っていた。この季節の割に厚着をしているのに、寒いと。
　シロは、ずっと寒かったのではないだろうか。
　窓の外を見る。一時はあんなにも青々としていた樹の葉が、黄色に染まっていた。つめたそうな風が吹いている。季節外れの蝶が飛んでいく。既に蝶よりもトンボの季節だ。
「なんて。妄想の話だけどな」
　おどけた仕草で彼は言う。俺にはそれが妄想とは思えなかった。

　会いたいと思った時に限って、会えないということがある。動き回ってすれ違ってしまうのか、求めるあまり逃げられてしまうのか。そうなってしまうことを危惧していた。けれどもそれは杞憂だった。
「やあ」
　シロは突然俺の前に現れた。高校の校舎内であるにも関わらず、いつの間にか俺の隣の席に座っていた。まさに、神出鬼没。消えたり現れたり出来るということは、予想できていたこととはいえ、こんな場所で現れるとは予測できなかった。
　あたりを見回す。狙ったのか、今は終令が終わったばかりの時間で、周りの人間は各々帰るなり、部活に向かうなり、自分のことに忙しい。俺のことを見ている人間はいなかった。それでも声を潜めて、彼女に話しかける。
「どっから現れた？」
「やだな、ずっとゆっきーの傍にいたよ」
「まさか」
「ねえ、私のこと幽霊じゃないかって話してたでしょ」
　どうやら、俺とダイキの会話が聞かれていたらしい。完全に消えることができる、しかも姿を消したまま俺の傍にいるとは、考えていなかった。
「本当に、幽霊だなんて思ってるの？」
　隠すことはできない。俺は素直に頷いた。
「あの子に言われたから、そのことを信じるんだ？」
「それだけじゃない。あの後、いろいろ考えたんだ」
「いろいろって何？　教えてよ」
　上目づかいで俺を見る。挑戦的な目。そんな目で俺を見るのであれば、俺も全て言おうじゃないか。
「君は他の人には見えない。それは自分でも言っていた。名前を忘れてしまったのは死んだから、全部記憶がリセットされたんじゃないのか。だから帰る場所もわからない。そもそも死んだ人に帰る場所はない。お花畑に行ったって言ってたよな、つまり一度死後の世界に戻っていたわけだ。それなのに、なぜ戻ってきたんだ？」
　俺の話を聞いた少女は苦笑いをした。
「まるで私がここにいちゃいけないみたいじゃない」
「でも死んだ人間は、ここにいてはいけない。なんの未練があってここに残ってるんだ？　俺に出来ることなら、手伝うよ。どうにかして君を救いたいんだ」
　自分の口から出たとは思えないほど臭いセリフ。でも、彼女をいるべき場所に帰したいという気持ちは本当だった。
「ゆっきーには、無理だよ」
　恥ずかしいこと言ったのに、あっけなく否定された。
「なぜ？」
「だって寿命だもの」
「寿命？　君は、寿命で死んだのか？」
「いいえ、今から寿命で死ぬの」
「今から？　一体どういうこと。まだ、死んでいなかったのか？」
　彼女は笑みを浮かべた。苦笑ではない、純粋な笑み。どことなく寂しげな、笑顔。
「勘違いだらけのゆっきーに、さいごに教えてあげるよ。私には名前がない。忘れたというのは、嘘。ごめんね。名前がないなんてカッコ悪くて言えなかった。お花畑に行ってたのは真実です。比喩なんかじゃない。私は幽霊なんかじゃないの。まだ生きてるの。一生懸命生きた。でも、これ以上は無理みたいなんだ。大人になるのが遅すぎた」
　シロは早口で言う。俺が口を開く余裕もない程に。全て言い終えると、小声で一言、
「寒いのは、嫌いだよ」
　そして、俺の前から消えてしまった。

　街路樹から枯れた葉が舞い落ちる道を、ダイキと共に歩いていた。一歩踏み出すごとに、足元でカサリと落ち葉が音を立てる。
「結局、夢だったんじゃないの？」
　ダイキは言った。彼が俺を励ましてくれようとしているのはわかっている。納得はいかない。夢ならよかった。でも確かに俺の瞳は、シロを見ていた。彼女は確かに存在していた。
　無言でいる俺を心配したのか、世話焼きの彼は、勝手に話し始めた。
「お前はもう忘れちゃったかもしれないけどさ、小学生の頃、カブトムシ飼ってただろ」
　言われてみればそうだった気がする。
「幼虫の頃から大切に育てて、立派な成虫になって……でも、ある晩夏の朝、カブトムシは死んでいた」
「寿命」
「そう寿命。仕方ないよな、カブトムシは冬を越えられない。夏が終わったら死んじまう。それを知らなくて、あの時かなりのショックを受けたよなあ。あんなに大切に育てたのに、なんで死んじゃうんだって。泣きじゃくってオヤジに怒られた」
　彼は急に立ち止まる。どうしたのかと思って振りかえると、ダイキはまっすぐに俺を見て、言う。
「生き物ってのは、それぞれに与えられた時間が違うんだ。オレたちにはどうしようもないんだよ」
　それくらい俺にだってわかっている。わかっているのに、悲しいんだ。何か出来なかったのか、後悔ばかりしてしまうんだ。たった二日間なのに、その二日間が長すぎた。理論で納得できることと、感情で納得できることは違う。
　羽化するのが遅すぎたシロ。一人ぼっち。寒いし、食べものも少ない。
季節外れの蝶。
「彼女も最後にカズに気づいてもらえて幸せだったんじゃないのか？　お前が気づけたから、彼女は誰かに見守られて死ぬことができた」
　ダイキは俺に言う。確かにそうなのだろう。誰にも知られずに死んでいくはずの生き物が、誰かに看取られただけで、奇跡だ。世界にはそれさえも叶わぬ命が無数に存在している。けれども、俺はどうしても考えてしまうのだ。
　彼女の手を握りしめ、温めてあげればよかった、と。
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  春夏秋冬朝昼晩、いついかなる時でも、僕が好きなのは「寝る」という行為だ。それは、実家を出て大学の近くのマンションを三人でルームシェアしている今でも変わらない。
  今日、土曜日は、バイトも講義もなく、絶好の昼寝日和だ。玄関、リビング、三つの部屋と、まさしく三人用ルームシェアの為に作られたような間取りの内の一室が僕のプライベート空間、の筈だったけれども。
  今電気カーペットの上でゴロリと転がる僕の脇では、二人の男女が大声で白熱したじゃんけんを繰り広げている。
  彼らは僕のルームシェア相手で、ここ半年辺り、僕が部屋で一日中寝ようとすると、自然と部屋に集まって来ていっしょに寝ようとするのだ。どうもそうするようにしたのは二人でタイミングを合わせたらしく、実は前々から二人はこの部屋で僕と寝たかったらしい。

  初めて二人が部屋に来て、この部屋で寝たいと言ったときは意味が分からず驚いた。これが男一人に言われていたら後の処女の危機を感じていただろうし、女一人に言われていたとしたら、今まで意識してこなかった彼女を意識せざるを得なくなっていただろうが、二人同時だったのでそのどちらの感情も起きず何とも言えない気持ちになっていた。
  そんな二人の言い分はこうだった。
～男の場合～
「なあ、これから寝るんだろ？ い、一緒に寝ないか？」
「いや、別にな、そういう趣味じゃないんだよ、そんな引かないでくれ」
「ほら、こいつも俺とおんなじ事を言いに来てんだよ」
「なんでこんなこと言うのかっていうとな、この前二人で飲んだだろ、そう、あの日」
「あの日は二人で酔っ払って前後不覚になってたよな。で、まるで死体のように床に倒れて寝たじゃん」
「……あの時な本当に気持ちよく眠れててな、それこそ寝てながらわかるくらいに」
「で、起きたときにわかったんだよ」
「そんときの俺の枕な、お前の尻だったんだよ」
「いや、だから！そんな意味は全然ないから！本当に！」
「それから数日、俺はあの時の快眠が忘れられなくてな、こうして頼みに来たんだよ」
「な、頼むよ、枕にして寝かせてくれよ」

～女の場合～
「ま、こいつが言ってるように、私も君と一緒に寝たいのよ」
「私が、こんな字面にすると貞操感のかけらもないようなセリフを言っちゃうほどに」
「君のお腹は最高だった」
「こいつが快眠したあと、名残惜しそうに学校に行ったあとに、今度は私が帰ってきたの」
「女子会でオールしたあとだったから意識は朦朧としていたわ」
「もう化粧を落とすとか、シャワーを浴びるとかどうでもいい、ひたすらに寝たい、そんな気持ちだったと思う」
「そしてリビングに来た私の目に入ったのは、君のお腹」
「程よい肉付きのそれは私にとって枕以外のなにものにも見えなかったわ」
「そしてそのままお腹へダイブ」
「カエルが潰れたような音が聞こえたような気がするけれど、いい感じに反発と吸収のバランスが取れた弾力に私の意識は闇に飲まれたわ」
「はっきり言って、生涯最高の安眠だったわね」
「だからね、もう一度あの安らぎを得たいの」
「お願い、枕になって」

  それはもう怒涛のお願いだった。で、結局僕はその謎の熱意に負けて頷いてしまったのだった。
  しかし、寝る段階になって問題が発生した。それは男の方は僕の尻、女の方は腹という、どうしても相容れない場所を枕にしたかったからである。

  ということで、現在行われているじゃんけん、それによって僕が仰向けになるかうつぶせになるか決まることとなったのである。
  ちなみに、最初のときは結局男の方が勝って僕はうつぶせになった。そして、男は僕の尻を、女の方は渋々ながら僕のふくらはぎを枕にして寝た。こんな状態で眠れるものだろうかと思ってはいたが、そこは寝るのが好きな僕、普通に眠った。更にいえば男も女もすぐに眠りに落ちたらしい。約八時間後に大体同タイミングで目覚めた時、全員とてもスッキリした顔をしていたのは間違いない。
  
「よっし、今回はあたしの勝ちね！ じゃあ、お願い！」
「くっそー、久々に連続で寝られると思ったのに……」
  女の勝ち誇る声とともに、僕は横にしていた体をコロンと後ろに倒して仰向けになる。
「じゃあ、おやすみ」
「おう、おやすみ」
「おやすみー」
  女は腹、男は僕の太ももを枕にして、眠りについた。

  ふと、目が覚める。少し首を動かして時計を見るとまだ四時間ぐらいしか経ってないらしい。
  下を見ると女が寝ていた。涙を流しながら。
  そして、ちょっとだけ首をあげて男の方を見ると、こっちも涙を流していた。
  皆で寝てる時にふと目が覚めた時はこんなことが多い。
  二人とも、色々と気苦労が多い人間で、たくさん辛い思いをしているのだ。
  二人の生活に首を突っ込む事はしないが、男の携帯へのメールや着信が中々途切れず忙しそうにしている事や、女がいつも夜遅くまで何か難しそうな書類と格闘しているのは一緒に暮らしていれば僕みたいなのんきでもわかる。
  もし、二人が僕を枕にする前よりも、少しでも気が楽になっているのであればそれだけでとても嬉しいと思う。
  そのくらいには僕は二人が好きなんだ。なんてったってルームシェアして２年は経ってるし。
  そんなことを思いながら、腹と太ももに感じる二人の体温の気持ちよさにまた眠りに落ちていった。

  一番先に起きたのは僕だった。時計を見たらさっき起きた時から四時間、合計八時間経っている。そろそろ夕飯の支度をしなければいけない。
「二人とも、起きて」
「んぅ」
「のぅ」
  なんとも気の抜けた返事を返しつつ、二人はゆっくりと体を起こす。
「そろそろ夕飯の支度をしなくちゃ」
「もうそんな時間かー、今日は鍋にすっかー」
「やっぱりお腹気持ち良かったー、鍋にするならみんなで買い物でも行こっか」
  伸びをして気持ちよさそうに話している二人を見ている。
「ねぇ」
  口がかってに動いた。
「疲れたらさ、いつでも枕にしていいから」
  心からの言葉だった。
  突然の僕の言葉に、二人は驚いたようにして顔を見合わせたあと、笑顔を僕に向けて声を揃えて、
「ありがとう」
と、言ってくれた。
  やっぱり二人が笑顔でいてくれることは嬉しい。自然と顔をほころばせながら、僕も一つ、うーんと伸びをした。




とある男の結婚一週間前のSS
日高春香


あ、いたいた。待たせて悪ぃ、ちょっと話が長引いちゃって。結婚式の段取り決めって思ってたより大変でさ。まあいいや、とりあえず店入ろうぜ。



んじゃ、乾杯っと。お前とこうして酒飲むのも半年ぶりかあ。忙しそうだもんなソッチも。嫁さんと娘さんは元気か？　そっか、ならよかった。お前のとこ仲良さそうだもんな、羨ましいよほんと。
いやあ、とうとう俺も結婚ですよ、結婚。これで「独身貴族（笑）」なーんて言われなくて済むよ……。会社でも同期のほとんどが結婚しちゃってたし、わりと肩身狭かったんだよなあ。え？「とはいえお前らだいぶ前から付き合ってたじゃん、どうして早くゴールインしなかったんだ」って？　まあソレはそうなんだけど。ほらよく「結婚前に同棲してたカップルはお互い踏ん切りをつけるチャンスを見つけきれなくてなあなあで別れちゃう」って言うじゃん？まさにそれでさ。ぐっだぐだとしてたらコレだよ。ま、結果的にはこうしてあいつとくっつくことになったわけだし、問題ないんだけど。いやいやよかったよかった。

それはそうとさ。ひとつ聞きたかったことがあるんだ。
「結婚してよかったって、思う？」　

……そっか、そりゃそうだよな、大変なことの一つや二つあるよな。でもなんかお前のその表情見てたら、だいじょぶかなって気になってきたかも。よくよく見る取っすごく幸せそうな表情してるし。え？そりゃ顔を見れば一発でわかるって。娘のことでも考えてるからかしらねえけど口の端、にやけてるし。
悪いな、ちょっと弱音吐いて。結婚直前にこんな事聞くのもどうかなって思ったんだけど、どうしてもやっぱ不安になっちゃってさ。今まで３年くらい同棲してはいたけど、結婚ってなると話は別だし。ちょっと、ね。いやでもお前のその顔見てたら不安もなんか飛んでったわ、うん。そっかそっか。あー、なんかちょっと気合入ってきたかも。そうだな、いまさらあーだこーだ行ってもしょうがねえや、とにかく幸せにしてやらねえと。
「夫婦生活を円満にするコツは愛してるって気持ちを毎日伝えること」か。よしやってみるわ。こんなかんじか？

今日も愛してるぞーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！

あっすいません店員さん騒ぎすぎましたごめんなさい。「他のお客様の御迷惑になるのでお静かに」、いやおっしゃるとおりですすいません気をつけます……。
いやお前笑ってないで一緒に謝るとかしてくれてもいいだろ。こんにゃろこうなったら朝まで語り尽くしてやるからな、覚悟しろ。



「……で、酔いつぶれたってわけ？！なにやってんのまったくもう！！」
あの後飲み過ぎで倒れた俺は、迎えに来てくれた嫁に翌日盛大にお説教を食らっていた。ごめんなさい謝るから怒鳴らないで今後の近所からの目線が怖い。
「あんたがわるいんでしょー！！」
返す言葉もない。仁王立ちでお説教する嫁の前に正座とか、そんな漫画みたいな展開を結婚式もあげてない状態で経験するとは思わなかった。
「しかも友人相手にさんざんノロケたそうじゃない、どうしてそういう事するの恥ずかしい！」
酒も入ってテンションがおかしかった俺は、結局あのあと朝まで散々惚気を続けてしまったらしい。
「…そんなにノロケたかったの？」
うん、だって俺の嫁だし。愛してるし。
「まったくもうそういうことをどうして素面でへーきで言っちゃうかなー……」

そういうと、彼女は俺の前にしゃがみこんで、さっきまで胸の前で組んでいた腕を俺の首に回して。

ちゅっ

軽くキスをして、「じゃあ許す」と言った。
ああ、これなら確かにうまくいくかもな。


　　鍋のつつき方は血液型には依らない
虎矢　八日

　ぴろろろろ、と電子音が鳴っている。ああ、あれは電話の呼出音だ。二回、三回と音が鳴る。電話はこの家の主、あるいはその家族を呼び出しているのだろう。そして、この家の主は自分であって、もっと言えば家族はいない。つまり自分を呼び出しているのだ。
　今、この部屋には気心のしれた友人が三人いる。お調子者だけど思慮深いとこもあって、一緒に騒ぐのが楽しい津島。短気でちょっと時々怖いけど、何だかんだで優しい坂田。ボケばっかりかましてる俺たち三人の貴重なツッコミ役、いっこ下の橋本。
　俺たち四人は鍋パーティーをしている。いいか、もう一度いう。鍋パーティーをしているんだ。女っ気は相変わらずゼロ。周りからは誤解されてもおかしくないレベルだ。夏ごろに津島は彼女ができてたりしたけど、どうも向こうが浮気したらしく、結局別れて今は独り身。そんなわけで、四人でむさ苦しく鍋を囲んでいる。去年はエアコンがぶっ壊れて狭いこたつのなかにぎゅうぎゅうづめになっていたっけ。今年は夏にエアコンを買い換えた（寒いのは我慢できても暑いのはできなかった）ため、去年よりは快適な部屋にはなっている。
　さて、電話なんてぶっちゃけ俺じゃなくても、この四人の中の誰かが取ってくれればいい。ていうか、もう切れてくれよ、お願いだから。
　祈りが通じたのか、四、五回呼出音が鳴ったところで、電話は切れた。
「おい、出なくてよかったのか」
　坂田は相変わらず真面目だなー。まあ、それがこいつのいいとこっちゃいいとこなんだけど。
「いいんだよ、どうせセールスだから」
「そりゃそうかもしれないけど……」
「聞いてくれよ、こないだなんて振袖の宣伝の電話がかかってきたんだぜ？　ちゃんと俺がどういう人間かってのを調べてからかけて欲しいよな」
「テキトー人間現在独身、フラれた理由第一位が『何を考えてるかわからなくてこわい』の石川さんだもんね。今度成人するような大きな子どもがいるはずないよね」
「そうそう……っておい！　橋本ひどくね？」
　反論しようもない、超的確な橋本の発言に、津島は床を叩いて大笑いしている。坂田も食ってる糸コンニャク、吹き出しかけてやがった。きたないなー。
「来年こそはお前らとクリスマスを過ごしてなんてやらねーかんね」
「はいはい。石川はまず三ヶ月保つような彼女を作ろうな」
　ぐうの音も出ない。腹が立ってきたので、津島が放り込んでいた肉をそっと横取りしておいた。
「こら石川、直箸すんなっつったろ」
　坂田はそう言いつつ、几帳面にお玉を使って、具をよそっている。
「えー、もういいじゃん、今更直箸でどうこういうような間柄じゃないじゃん」
「なー、いちいち箸おくのめんどくせえもん」
　津島が同調してくれた。普通にペットボトル回し飲みとかしてるし、間接チューとか気にするような歳でもないでしょ。
「あのなあ、そういうクセって大事なところで出るもんなんだからな」
「俺は坂田と違って器用だからそんなヘマはしませんー」
「まあまあ、めんどくさかったら言ってくれればよそうから」
　わやわやなりそうな気配を察した橋本が、素早く間に入った。十数年の付き合いともなると、この辺のフォローはさすがというかお手の物というか。
「わー、ありがとう橋本！　じゃ、頼むわ。白菜と豆腐入れてね」
　おわんを差し出すと、しっかり肉も入れてよそってくれた。よくわかってるね。さすがだね。
「ったく、お前は橋本に甘えるのやめろっての」
「うん、いつもごめんね、橋本」
「いいですよ。別に。早く俺以外にも甘える相手、見つけてくださいよ」
　ちくりとトゲがある、そんなところも橋本だった。

　鍋の中身もそろそろなくなってきて、シメに炭水化物を何か入れようか、という流れになった。
「卵落として雑炊にしよーぜ！」
　津島は無類の卵魔人だから、米よりも卵のほうが食べたいんだろう。この間は一日に卵十個入りパックを使いきってしまったらしい。そろそろコレステロールとかを気にするべきだと思う。
「いや、うどんならそのまま放り込んで火にかけるだけで食えるぞ」
　坂田の言うとおり、うどんもいいな。ついでにつゆを温め直せるし、二度手間にならなくていいかも。でも、俺の気分は米なんだよなあ。これは悩みどころ。米はレトルトパックのやつを一回レンジで温めなきゃいけないんだよな。それを考えると面倒だからうどんでもいい。
「えー、俺は今日は米の気分だもん。米がいい。そんで卵落とす」
「てめーは卵が食いたいだけだろ。それならうどんに卵落としてもいいだろうが」
「もー、坂田はわかってないな、米につゆと卵が絡まってるのがいいんじゃんよ」
　この四人の中では、坂田と津島が小学校からの同級生、俺と橋本は中学校からだ。だから、友達やってる年数で言えば、坂田と津島が一番長くて、ケンカするほど仲がいいのはわかってる。この光景もなんだか毎年見ている気がするが、俺はどっちの味方にもつかない。だって、自分の中でもどっちがいいか決まってないのに入っちゃうと、お前は結局どっちがいいんだよ！　ってハモリで怒られちゃうし。
　そんなわけで、こういう時は橋本に任せるのが一番。ちらりとアイコンタクトを送ると、橋本は頷いた。
「……そういえば、さっき冷蔵庫開けた時、賞味期限が近いラーメンの麺だけ見つけたんだよね。間をとって、それにしませんか？」
　津島と坂田は、橋本には甘い。というか、俺たち全員橋本には甘い。なんやかんやでいっこ下、みんな弟のように思っているのだ。
「ん……賞味期限近いならそれ食うか」
「つーか、ちゃんと消費しろよ石川」
　あれ、矛先がこっちになっちゃった。でも、第ｎ次米うどん戦争は回避されたわけだ。さすが俺たちの橋本。
「じゃあ、俺、ラーメン持って来ます」
　できた後輩がいてよかったよ、ほんと。

　シメのラーメンまで食べ終わると、さすがに全員満腹だった。鍋を適当に片づけ、こたつをだして蜜柑を食べつつ団欒タイムだ。肉をニキロも買ったんだから当然だ。野菜が好きな坂田はぶーたれてたけど、きっちり五百グラム分食べてたんだから抜け目がない。
「来年ぐらいには誰か結婚してっかなー」
「さすがにそろそろしないとまずいよね」
「俺、橋本が結婚するに百ガバス」
「うっわ、ガバスとか懐かし」
「えー、でも橋本が結婚かー。うちの橋本は婿にはやらん！　って気持ちになっちゃうね」
「親か」
　とりとめのない話をしている時間はやっぱり楽しい。誰が結婚していようと、来年も鍋を囲めたらいい、そう思った。



	続　羅生門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳
羅生門を去った後の下人は目的もなく走りながら自身の変化に歓喜していた。否、これは変化などではなく最早別人になったという表現のほうが近かった。先程まで感じていた悪に対しての憎悪を抱き、正義にうるさかった下人はもうどこにもいない。生きることに固執をし、他人に対しての優越感が今の彼の全であった。ふと足をとめ、自分の体を見てみたがとても粗末な身なりである。しかし、下人の心はとても満たされており、先ほど老婆から着物を奪ったことに対する達成感と明日も生きていけることにたいする安堵感で一杯でこれからも同じことを繰り返すことで心が満たされると思うと笑みがとまらなかった。
それからの下人は生きる為という大義名分のもと堂々と盗みを働き数え切れないほどの罪を犯していた。通行人から金を盗み、死人がいれば着物を剥いだ。抵抗するものがいれば容赦なく足蹴にし物を盗っていった。盗みを働いた後男の中にはきまって他者の運命を握りつぶしたことによる優越感が占めていた。男は次の日もまた次の日も盗みを働いた。盗みを働くことにより彼は少しずつ資産を蓄えていった。
二ヶ月たった頃である。下人は人の気配のしない洛中で獲物を求め探し回っていた。獲物を求め歩き回った結果彼は羅生門へと向かってしまっていた。しかし、羅生門に向かった甲斐があり羅生門の石段で少女が一人寝ているのを発見したのだ。下人は少女のところにかけより、少女を起こした後に「命惜しければ金目のものを置いていけ」と脅迫を行ったすると少女は「あなたはどちら様でいらっしゃいますか？」と極めて冷静にいった。見ればわかろう。私は追い剥ぎだと言うか言わないかのうちに少女は「私は目が見えません。旅をしている途中に流行病で付き添いのものに先立たれてしまい。一人で旅をするうちに休むとこがなかったのでここで休んでいた次第です」と告げてきたのだ。盲目の少女。洛中において極めて危険な存在である。「どこから来た」気づくと下人は少女の横に腰を下ろして少女に話しかけていた。理由は分からぬがとにかく少女と話したかったのである。時が経つのも忘れ、まるで長い間会っていなかった旧友と話すかのように下人は少女と話した。話していくうちに下人は少女が３日ものあいだ何も口にしていないことにきづいた。ねぐらに戻れば周りから奪った食料が沢山ある。そう思うと下人は話の途中であるにもかかわらず立ち上がると急いでねぐらへと戻っていった。羅生門で老婆に会って変わった下人の心にはものを盗んだ時の優越感とはまた違う満足感が心を満たしていた。下人は以前この感情の正体を知っていたが今となっては全く思い出せず、奇妙だが心地よい満足感で心を満たしていた。
ねぐらに戻り沢山の食料を持った下人が満面の笑みで羅生門へと戻る道の途中、急に腹の辺りに激痛を感じて倒れ込んだ。反射的に激痛がするところへ目を向けるとそこには鋭く輝く刃があった。あたりを見渡すと以前下人が食料を奪うために殺した男の息子が刀を持って立っていた。その時下人は察した。この少年は自分なのだと。少年の目には生きるという大義名分のもとに盗みを行い、結果盗むことによって他社の運命を握りつぶすことに対しての優越感が生まれていた。少年は今にも死にそうな下人から食料を奪うと、夜の洛中へと消えていった。少年の行方は誰も知らない。

少女は、下人が帰ってくるのを今か今かと待っていた。しかし、羅生門の石段のところには夜になると狼が集まることを少女はまだしらない。


　瀬場　康徳　　

おまいら入学した大学さらせww　2012/04/12(木)

1 影の大門軍団φ ★ 2012/04/12(木) 07:44:10.41 ID:???0
俺、駿河大学御茶ノ水校ww
3名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:45:20.51 ID:U4INl5gJ0
>>1　ちょ、おまそれ予備校じゃんww
5 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:45:38.47 ID:OVY8H9Eki
河合塾に入学する俺が通りますよっと
6 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:46:08.10 ID:dYlNfAUU0
おまいら全員予備校かよwww
8名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:46:20.36 ID:4jq2D0Lg0
俺、農工大
名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:47:17.31 ID:aW5D9JSF0
>>8 は？どこ？
12名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:47:33.34 ID:IioMcjRuO
>>8てか、のーこー大ってどこよ？
14 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:47:41.21 ID:h0c7+/zZ0
>>12 大根踊りで有名なとこじゃね？
15 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:48:05.53 ID:KRKjw2K40
>>14 んなとこあんの？wwwまじリア充wwwwwww
16 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:48:30.37 ID:pxykE1dq0
>>14　そこは農業大じゃね？

19 名無しさん＠１３周年 2012/04/12(木) 07:49:14.94 ID:WqFUny920
農工大ってマジどこだよwww

「なんか、相変わらずうちらの大学って知名度低いよな。」
「ん？真田何見てんの？」
「いやさ、これなんだけど。」
放課後、いつものように同期の清水の家に集まったが特にやることもなく暇つぶしに某掲示板サイトを覗いていたらうちの大学のことがネタにされていた。
「まあ、うちんとこじゃ仕方なくね？多分国立であることすら知らないやつの方がおおそうだし。」
「まあ、そうなんだけどもう少し有名にならないかなー。そして入学志望者がもっと増えればうちのサークルに人が入ったりするのに。」
「無理。」
「えー、なんでー？」
「理系大学生で文芸部に興味あるやつなんてうちらみたいなほんの一部でしょ。いや、むしろいることのほうが異常でしょ。」
そう、俺はこの東京農工大学で文芸部に所属しているのだが困ったことに全く部員が居ないのである。いや、それどころか今年の新入部員がゼロなのである。ただでさえ公認サークルとして大学側に認められておらず公認サークルになることを目標として活動しているというのにこのままでは非公式のまま勝手に潰れてしまう危険性がある。
「というわけで、ちょっと新しい試みをしたいんだ。」
「何やるの？」
「キーワードを三つ決めてそれでビラを作るっていうのはどうだい？」
「へー、それ面白そうだね。」
「だろ？そしたら早速キーワード決めようぜ。」
「とりあえず、農工大は決めてさ他は適当に２個互いに書いてその中からくじで選ばない？」
「お、それ面白いね。そしたらちょっと適当に考えるよ。」
さて、どうしたものか。くじとはいえ、ここで変なの書いて当たったら書けなさそうだしな。
「なあ清水。」
「なに？」
「一応書きやすいようにさテーマ大学関連にしない？」
「お、それいいね。確かにそっちのほうが書き易いし。」
一応清水の賛同も得られたことだし、大学に関連するものにするか…。季節は春…春と言えば出会いの季節。つまり…これだな。
「書いた？」
「まあ、一応」
「じゃあ適当に混ぜて互いに一個引くぜ。せーのっ！」
　…俺が引いたくじの中には大きな字で『秘密結社』と書かれていた。勿論俺が書いた記憶はない。
「真田何引いたー？ちなみに俺はこれだったぜ。」
　そう言って清水が見せてきたくじには間違いなく俺の字で『片思い』と書かれていた。
「なあ、清水。」
「これ、やるの？」
「おいおい、言いだしっぺが何言ってるんだよ。これも新入部員確保のためだろ？てか、真田は何引いたんだよ…ってマジかよ。」
「いやいやいや、おかしいよな。なあ、清水俺さっき言ったよな？大学関連にしようって。なんでここで秘密結社なんだよ。」
「いやいやいやいや、それ言うなら真田こそなんで片思いなんだよ。うちの大学に女の子がいると思ってんのかよ。」
「それぐらいの釣り針がなければ釣れないだろ！」
「釣り針がデカすぎるんだよ。そもそもビラに載せるのに片思いってどう使うんだよ。」
「まあ、確かに。確かに、そうだけどさ。でも、秘密結社もないだろ？」
「別にいいじゃん。こんだけキャンパス広いんだから秘密結社の一つや二つあっても。」
「それ理由にすらなってねぇよ。」
　ああ、なんかだんだん嫌な予感してきた。
「…わかった。そしたらこれで書こう。それでもし無理だったら他に書いたくじのやつにしよう。清水何書いた？」
「ん？これ。」
　と言って清水が書いたもう一枚のくじには『東京２３区外』と書かれていた…いや、確かに農工大はそうだけどさ。
「…いや、やっぱりこれでいこう。」
「ん？ああ、わかった。じゃあ、とりあえずどうやってキャッチコピー作る？」
「うーん、そうだな。とりあえず互いに一文ずつ作っていってキーワードが全部はいるようにすればいいんじゃない？」
「なるほど！それ面白そうだな！じゃあさ、俺からやってもいい？」
「いいよ。じゃあ清水からな。」
「そうだな…える知っているか？」
「いやいや、それはパクリだって!流石にヤバイだろ!!」
「なんだよ、仕方ないな。そしたら…アイスクリームは。」
「しかも、えるってそっちの方かよ！」
  勿論このネタはボツだ。清水がしつこくボツの理由私気になりますとかいっていたがそこはスルーしておこう。
「他ので行かない？」
「仕方ないな…普通の学生には興味ありません！秘密結社,農工大学,片思い中の人は部長まで！よし、これで沢山部員が…」
「こねぇよ!!てか、もうどっから突っ込んでいいかわからねぇよ！農工大で新入生に配るビラに農工大生が普通じゃ無いって書いたサークルに誰がくるんだっての！」
「うーん、中々いい線いってると思ったんだけどな。」
「てか、そもそもパクリ禁止！もっとオリジナリティ出していこうよ。」
「オリジナリティねぇ、なんかこういうのってよく失敗するよね。」
「つべこべ言わずにやる。というわけで清水から。」
「うーん、どうしよっかな。…そしたら、『文学に片思いする新入生達よ』。」
「お、中々いいな。うーん、そしたら『来たれ農工大学文芸部！』」
「『秘密結社もあるよ！』」
「途中まで良かったのに!!なんで最後に秘密結社なんだよ！」
「いや、なんか最後ぐらいにぶっ込んでもいいかなって。」
「ぶっ込むな！」
「でもさ、最後に秘密結社だけ残されてもなー。せめて真田が秘密結社使ってくれてもいいのに。」
「俺がか？まあ、そこまで言うのなら頑張ってみるけど。」
 まあ、やってみるけどさ。秘密結社を無理
やり使うとしたらなあ。
「『秘密結社の如く非公認サークル』なんてどうだ？」
「部長さすが～！それで行こう。」
「じゃ、そしたら俺な『農工大文芸部に来たれ！』なんてどうだ？」
「お、それいいな！」
「つまり、3つ合わせて『文学に片思いする新入生達よ、秘密結社の如く非公認サークル農工大文芸部へ来たれ！』でいいのか？」
「お、それいいね。 そしたらそれをビラに書いて早速配ろうぜ！」
「「とりあえずやることは決まったから後は配るだけか。これで新入生が来てくれればそれでいいな。」
  と言うわけで、我が農工大文芸部は只今新入生を募集中です。もしこれを読む機会があった農工大新入生諸君、来たれ我が文芸部へ！


　　ＡＢ
虎矢　八日　

「ふれみんぐ……？」
　彼女は入り口の石像の前から動かない。フレミングの左手の法則の石像、というなんともシュールでかつ爆笑モノの石像がどうやら気に入ってしまったらしい。
「変形チョキとは違うの？」
「違うよ」
「ふぅん」
　陽が当たれば暖かい日だ。南風も吹いていて、彼女のロングスカートがカーテンの様に揺れている。こうなると彼女は梃子でも動かないのだ。しばらく立ち止まり、付き合ってやるしかないのだろう。
「この石像を動かしたら秘密の入り口が出てきて裏ゾーンにいけるとかもなし？」
「なし。大体、近くによったら虫に食われまくるよ」
「そっかー……残念」
　その後十分程度、同じような問答を繰り返し、ようやく彼女は満足したのか、行こうかと自分に声をかけた。
「あのフレミングのやつ、右手の法則もあるんだよ」
「えっ、そうなの……じゃあどこかに右手の石像もあるの？」
「いや、ないけど……」
「なぁんだ。どうせならセットにすればいいのにねえ」
　両サイドに草木が生い茂る道を歩き始めた。緑が眩しく、葉の隙間から日光がキラキラと射し込んでいる。彼女はずっと上を向きながら歩いている。風でざわざわと揺らめく葉が面白いらしく、飽きもせずに見ている。
「上ばかり見てると転ぶよ」
「大丈夫。転んだら受け止めてもらえるもん」
「そういう問題じゃ……」
　案の定、歩きながら何度か転びかけた。その度に彼女を受け止めることとなったが、照れ笑いするその顔を見ると、なんとなく許してしまいたくなった。俗にいう片思いというものなのかもしれない。照れ笑いだけでなく、笑っている顔を見ると、心が温かくなる。これが愛情だと気づいたのは、いつの頃だったか。
「それにしても」
「うん？」
「こんだけ怪しい建物がいっぱい並んでると、潜入したくなるねえ」
「あー、研究室の方に行かなければ入っても大丈夫だよ。多分、生徒だと思われるだろうし」
「そっか！　じゃあどっか入ってみたいな。うーん」
　彼女は辺りを見回す。ゲームのダンジョンへ入っていくときのような、わくわくした顔もまた魅力的だ。
「あのちょっと薄暗そうな建物！　あれに入ってみたいよ！」
　ぴっと先まで伸びた指が向いているのは、十二号館と呼ばれている建物だ。隣に講義棟と、大きな十三号館という建物があるために、一日中ほぼずっと日陰の状態で、夏は涼しいけれど冬は死ぬほど寒い。春だから、少し涼むにはちょうどいいかもしれない。それに、狭い教室が多いせいか、空き教室ばかりだ。この十二号館の本質はどちらかといえば一階ではなく二階以上の研究室だから、空き教室が多くても構わないのだろう。
　講義をしている教室もやっぱりあって、その時は足音も静かに、なるべく気配を感じさせないよう廊下をすり抜けた。十二号館はエントランスのドアを開けて廊下に入ると、両脇に教室が並んでいるような構造だ。進んでいくと外に出て、エキスパンションがあり、そこは学生の駐輪場と化している。さらに進むと休憩スペースのような場所があり、そこには自販機もあるため、天気の良い日は生徒たちが談笑していたりもする。そんな休憩スペースもどきを横目に歩いて行くと、またドアがあって建物の中に再び入るようになっている。
「あ、ここの教室空いてる。入っても大丈夫かな」
「空き教室は自習室に使えたはずだけど……どうだったかな。誰も居ないなら入っていいと思う。それに、ここらへんの教室の近くってそんなに人が通らないし」
「よーし、じゃあはいろー！」
　がちゃんと勢い良く扉を開けるけれど、所詮はただの教室だ。特に面白いものは何もない。
「先生もいないから教壇も立ち放題だね！　結構見渡せるんだね」
　そうだった、何にでも興味を示すんだった。何の変哲もないものも、この子にかかれば面白いものに早変わり。今回は教壇だったというわけだ。
「こう、暗い教室でさ……今度のＮ社との取引だが……とかいうと、なんだか悪いことをしてる気分でちょっとどきどきするね」
「……秘密結社的な？」
「そうそう！　楽しい！」
彼女の笑顔は、さっき見た緑よりも眩しい。どんなに世界がつまらなくても、彼女がいたらきっと輝いて見えるのだろう。
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 あいつが死んだ。
 ああいう無茶なことをやってる奴は早死するだろうという、仲間内での冗談がまさかこんなに早くに本当になるとは、言ってた方も言われていた方も思ってはいなかったに違いない。
 なんてったって、まだ二十歳になったばかりだった。
 事故、だったと言うのが大学のなかでの噂と、新聞の地方欄に小さく載っていた記事の二つの情報からの結論だった。夏休み、お気に入りのバイクで帰省中、狭い山道でハンドル操作を誤ってガードレールを乗り越え転落、即死。
 そんな顛末を聞いた時、余りにもテンプレートな展開すぎて、悲しみや驚きが来る前におかしさが来てしまった。余りにも不謹慎だったが。
 どうしてって、あいつはテンプレートのような、既に誰かがやってることが嫌いだったから。そういう事は誰もやらないだろうという事を進んでやる、他人の気を引きたくて仕方がない子供のような奴だった。
 まあ、そんな所が好きだったんだけど。
 だからきっと、そんなあっけなくて、どこにでもあるような死に方をしてしまった本人は、草葉の陰で悔しがっているに違いない。
＊    ＊     ＊　

あいつの葬式に参列した人数はとても多かった。本人さえもこんなに来るとは思わなかっただろう。それに、大学で見た顔がちらほらといることにも驚いた。はっきりいって、大学からあいつの実家まで、結構な距離がある。至極面倒くさがりである近頃の大学生はこんな所まで足を運ぶ奴は少ないだろうと思っていたのだが。耕介の顔は見えなかったけど。
「みやちゃん、行こう。」
 クィッ、と遠慮がちに、でも確かな意思をもって私の袖を引っ張りながら声をかけてきた美沙に、一言、うん、と頷いて、引かれるがままに、台帳に名前を書きに行く。
 美沙に続いて名前を書いたところで、近くで参列者に挨拶をしていた女の人が私たちに声をかけてきた。その顔は、以前あいつに自慢気に見せられた、家族写真の中のお母さんと呼ばれていた人に似ていたけど、少し違っていた。
「月乃京さん、と、日野美沙さん、かしら」
「あ、はい。そうですが。」
 私が口を開くよりも早く美沙が答える。いや、美沙が早かった、というよりも私が遅かったのだろう。
「いきなり声をかけてしまってごめんなさいね、驚かせてしまったかしら。」
「いえ、そんなことはないです。」
「ありがとう。今日はあの子のためにこんなところまで来てくれて、本当にありがとう。あの子の母親の貴子です。」
 美沙とあいつのお母さん、貴子さんが話している。やっぱり、あいつのお母さんだった。写真の面影が薄れる位にやつれてしまっている。……美沙は普段おっとりしているが、その実とてもしっかりしていて、こういう時に、私の代わりになってくれる。
「あの、本当にこの度は、ご愁傷さまでした。」
  まさしく葬式といったお悔やみの挨拶と共に、頭を下げた美沙に合わせるように軽く頭を下げる。そういえば、どうして私たちのことを知っているのだろう。
「ありがとう。あなたたち、お二人と後耕介君、かしら。大学ではいつもあの子と一緒に居てくれたって、あの子……雄太から聞いているわ。いつも楽しそうに話してくれて、時々写真も見せくれていたの。だからあなたたちのお名前とお顔を見ていきなり声をかけさせて貰ったの。度々になるけど突然声をかけてごめんなさいね、あと、本当に今日は来てくれてありがとう。」
 そうか、家族の写真を私達に見せている位なのだから、当然私たちの写真を家族にも見せていたのだろう。そっか、楽しそうに話してくれていたのか。嬉しいな。しかし、耕介はもうここに来ているのだろうか。聞いてみよう。
「あの、耕介……君のことはご存知なんですよね、もう、来てるんでしょうか。」
 少し不躾だっただろうか。
「えっと、あなたが月野さんでいいのかしら。」
 はい、と頷く。
「それじゃ、あなたの方が日野さんね。……耕介くんは昨日、来てくれてね、あの子の顔を見て、少し私たちと話して行ってしまったのよ。でも、あの子は本当にあなたたちを含めていい友達を沢山持っていたのね。」
 周りをふっと見た貴子さんに釣られて辺りを見る。賑わう、と言ってしまうと場違いだろうが、それほど大勢の人があいつのお別れに来ていた。こんなことで量れるものではないだろうが、きっとあいつはこれだけの人に好かれる人柄だったのだろう。……「だった」、か。
 そのあと、一通りの葬式という儀式を済ませた私たちは、お母さんの是非にという意向もあって、その後あちらのお家にお邪魔させてもらえることになり、午後いっぱい、あいつの大学での話をご両親にしたり、あいつの家での様子を聴いたりしていた。それは、ほんの数瞬だけかもしれないがまだあいつがいるような錯覚を私たちに見せ、安らかな気持ちにさせたが、それも終わりになってくると、改めてもうあいつがいない事を自覚させて、暗い気持ちにさせるのだった。
「あら、もうこんな時間だったのね。」
 すっと時計を見た貴子さんが、あいつの最初で最後の報告会の終わりを告げた。実際、三十分程前にはもう話すこともなくなり始め、言い出す機械を伺っていたのだが、あちらから言ってもらうのは本当に助かる。また、ここで待っていれば、ひょっこりと耕介が姿を表してくれるかもしれないという考えを持っていたのだが、結局彼は現れなかった。一体何をしているのだろうか。昼ごろに送ったメールの返信もまだ来ている様子はない。
 特に持ってきているものもなかったので、サッと身支度をし、貴子さんに挨拶をしてあいつの家をあとにして、取ってあるホテルへと帰途についた。
＊    ＊     ＊
         ２
 雄太君が死んでしまった。
 雄太君はいつも大学で一緒に遊んでいた四人、宮ちゃん、私、雄太君、耕介君の中の一人。大事な友達の一人だった。
 そもそもの出会いは、大学の一回生のとき、だいたい一年前位になるだろうか。中高大さらに学科まで一緒になったみやちゃんと普段から行動を共にしていた。ほとんどの事は、二人でなんとかなることがわかったし、何よりも中高で同じクラスになった時よりも長い時間みやちゃんと一緒にいれることは何よりの喜びだった。でも夏前、ちょうど７月に入ったくらいの時位だったかのある日、雄太君と耕介君、主に雄太君だったけど、が私たちに話しかけてきた。
「夏一緒に遊ばない？」
 って。言葉だけ聞くと一体どんなナンパなんだよというツッコミを入れてしまうが、その時の雄太君の目はキラキラと子供のように輝いていて、とてもそういうような、と言ってもどういうようなか説明するのは恥ずかしいんだけれど、とにかくとにかく、邪な考えを微塵も持っていないだろうということが容易に感じられるもので、私たち二人は簡単に警戒をゆるくしてしまった。そうなると、打ち解けるのに時間はさほどかからず、彼が言ったとおり夏には四人でよく遊ぶようになった。それは、秘密結社を作ったり、みんなでハイキングに出かけたり、秘密基地を作ったり、およそ大学生とは言えないような「遊び」だったが、本当に「遊んでる」とても楽しい時間だった。
 そんなことがあれば、「好き」という感情を抱いちゃうのは、不可避だろう。
 気付いていたし、あんまり直視はしたくなかったけど、夏の終わり頃にはみやちゃんは雄太君のことが好きになっていた。それとなく聞いたら本人は全力で否定していたけれど。そんなの誰だってわかる、犬だって分かる。私だってわかるし、にぶそうなと言ったら怒られるかもしれないが、耕介君だって分かっていた。でも雄太君は分かっていないようだった。犬以下なのか天然なのか。
 だから私は身を引いた。
 身を引いた、って言えるほどアピールしてきたわけじゃないから、かなり傲慢なきがするけれど、私がみやちゃんのことを好きだったのは真実だし、少しはアピールしてきたつもりだったんだけどみやちゃんは底抜けの鈍感だから気付かなかった、というよりそれをわかっててそういうアピールをしていたんだろう。だから私の自業自得、長年の片思いは儚く散った。……はずだったのに。
 死んじゃわないでよ、雄太君。
＊     ＊     ＊
 もう夕方っていう時間帯が終わるくらいなんだろう。小さな街灯がまばらに続く薄暗い道を二人で歩く。あんまり会話もなくて、気まずいはずなんだけど、雄太君が居なくなってしまった今は、ただいてくれるだけでも嬉しい。
「ねぇ、美沙は、居なくならないよね。」
 かすれた声は、最近よく行くようになったトイレで無いものを吐いているせいで、薄い化粧の上からでもわかる赤い目蓋は、夜な夜な濾すように、押し殺すように瞳に貯めた涙を拭いたせいだということを分かっていた。だから私は、
「居なくならないよ、絶対、絶対に」
 そう答えて、気持ち細くなってしまったみやちゃんの手を握ることしかできなかった。それでも、みやちゃんは弱々しかったけれど、手を握り返してくれた。かすかな体温だったけれど、ものすごく安心する。
 私は絶対にみやちゃんがいなくなる前に、居なくならない。
＊     ＊     ＊
    ３
  美沙の手は、とても暖かくて力強かった。
 そのあたたかさに支えられるように歩みを進めて、私たちはホテルに到着した。部屋はお金の関係と、面倒ということもあって、一つしかとってない。……泣いているところを見られるのは嫌だけれど、一緒に居てくれるのはとても嬉しくて、色々な気持ちがぐちゃぐちゃに混ざり合っていた。
 エレベーターで部屋に行くまでの間もずっと美沙は手をつないでてくれた。少しも恥ずかしがらずに、ぎゅっと抱きしめるように。
 部屋について、自然と繋いだ手は離れた。ポスっと、ふかふかしている椅子に体重をあずける。……今日は疲れた。お腹もそんなにすいてはいないので、先にシャワーを浴びさせてもらうことにする。
 シャワーの温度調節のつまみをひねって冷たくする。体を這う冷たい水が私の体を濡らす。気持ちいい。
 ここで、泣いてしまえば、美沙に知られることはないだろう。

 さっぱりした。パタンとベッドにうつぶせていた美沙に風呂が空いたのを伝えて、入れ替わりにベッドに倒れ込む。本当に疲れた……。
「ねぇ、みやちゃん。」
 とても近くでの美沙の呼び声で目が覚める。また、知らずに泣いていたのだろうか、目が潤んでいるのが分かるけど、目を開けてもほんのりと薄暗く、とても暖かい。
「さっきも言ったけど、私はみやちゃんより先に居なくならないよ。絶対に。約束する。」
 声の位置から美沙に頭から抱きかかえられているんだとわかる。そんなこと約束したって叶えられるかどうかなんてわからないのに、精一杯言ってくれている。
「だからね、声をだして泣いて、声を押し殺して泣かないで。わがままかもしれないけど、嫌なの。」
 一際強く抱きしめられた時、何かの堰が壊れたように、私は大声を上げて泣いていた。

 気がついたら、朝になっていた。あのまま寝てしまったみたいだ。まだ薄暗く、早朝と言ったところだろうか。目の前の安らかな寝顔にひどく癒される。

 雄太は死んでしまったんだと改めて認識する。もう会えない。思いも打ち明けないうちに、片思いは片思いのまま終わってしまった。……終わったのかな、きっとずっと片思いはしていくのだろう。
 美沙を居なくならない位にぎゅっと抱きしめて、私は二度目の眠りに落ちていった。
 雄太、あんたは私にとって特別な友達だよ。これからも、ずっと。














































　お疲れ様でございました。
お楽しみいただけましたなら、これ幸いにございます。

漆　第十号
二○一二年　五月六日
東京農工大学文芸部
noukoubungei@gmail.com
